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1. はじめに 
動物とのふれあいや相互作用から生まれる様々

な効果は、医療や福祉、教育の現場で活用されて

いる。しかし、これはあくまで人に対する効果で

ある。動物福祉の観点から考えると、人に対する

効果と同様に、参加動物にとっても「ふれあい活

動が楽しい活動であること」が保証される必要が

ある。そこで本調査研究では、ふれあい活動前後

に犬の唾液を採取し、唾液中コルチゾル濃度とオ

キシトシン濃度の測定を行うことにより、ふれあ

い活動への参加について、犬がストレスを感じて

いるのか、もしくは楽しさを感じているのかの評

価を試みた。 
ストレスの指標として用いられるホルモンであ

るコルチゾルの、唾液中濃度を測定した研究によ

れば、セラピーに参加する犬のストレスレベルに

は個体差が大きく、参加することにストレスを感

じている個体も存在することが示されている 1）。

一方、トレーニングを受けた犬では、セラピー参

加によってストレスを感じることがなかったとも

報告されている 2)。また、最近の研究では、犬と

飼い主の絆の形成において、脳内神経ペプチドで

あるオキシトシンの関与が明らかとなってきてい

る。オキシトシンは犬と飼い主の両方の脳内で放

出され、お互いの愛着や絆を強める作用があると

されている 3)。 
さらに本研究では、ふれあい体験の構造を、犬

が主体となる形式で設定した。具体的には、犬に

部屋の中で自由行動をとらせ、人は着座の状態で

活動を実施した。この形式が、参加する犬と人に

どのような影響を与えるかを明らかにするのが、

本研究の第二の目的である。おおむね犬側に行動

の選択権が委ねられた場で、犬の負担は軽減され

るのか、また人にも従来同様のストレス軽減効果

が見られるのか、2 つの生化学的指標を犬と人に

同時に測定することにより、効果を検証するもの

とした。 
本研究では、実施フィールドとして、大学内の

学生相談に併設された「学生サロン」を利用して

いる。学生相談とは、高等教育機関において学生

の全人的成長に寄与するべく、カウンセリングを

主な手段として心理的問題を取り扱う場である。

学生サロンは、学内関係者であれば誰でも出入り

自由な開かれた場であると同時に、相談スタッフ

が常駐しているため、継続的に学生相談を利用す

る学生にとっては心理的安全感の高い居場所、心

理教育的・発達支援的交流が得られる場となって

いる。学生の中には、発達障害、精神疾患、不登

校、東日本大震災による遅発性 PTSD など、高等

教育機関の学生支援において喫緊の課題である困

難を抱えている者も、少なからず含まれる。すで

に多くの先行研究から、動物介在活動がストレス

図 1 ふれあい活動の実施状況 



低減や社会性の向上など、参加者に心理社会面で

望ましい効果をもたらすこと 4）は指摘されている。

様々な背景を持つ学生に利用される学生サロンと

いう場において、本研究で設定した犬主体で行わ

れる動物ふれあい活動が、心理教育的、発達支援

的視点からどのような機能を果たしうるか、質的

アプローチを用いて検討を行った。 
 

２．方法 

 ふれあい活動に用いる犬は、いわき市内の大学

近くにあるドッグランの看板犬７頭、および筆者

である岩田の飼い犬１頭を供した。ふれあい活動

は全部で 4 回実施し、一回のふれあい活動につき、

犬 2 頭を参加させた。 
本学保健管理センター学生相談室に併設されて

いる学生サロンにおいてふれあい活動を実施した。

参加学生の詳細を表 2 に示した。2017 年 5 月 31
日、7 月 12 日、9 月 27 日、11 月 22 日の全 4 回、

13：00 より 1 時間を目安に実施した。具体的な手

続きとしては、活動実施前に犬 2 頭にサロン教室

内を自由に探索させ、馴致を充分行った後、一旦

クレート内に待機させた。参加学生は床に敷いた

ブルーシートの上に座ってもらい、事前に簡単な

レクチャーを行った後、犬をクレートから出して、

再び自由に探索させた。参加学生には基本的に着

座のまま、犬とふれあうように指導した。ふれあ

い活動実施中は、適宜参加学生からおやつを犬に

あげてもらうなどして、犬からの学生への自主的

な接近を促した。またその場その場の犬の行動に

合わせて、筆者である岩田から、犬の行動の意味、

犬同士および犬と人の関係性、犬と人との違いや

望ましい関わり方について随時解説を加えた。な

お、犬とふれあう時間は最長で 30 分程度とし、犬

が疲れてくる様子が見られればその時点で終了と

した。実際のふれあい活動の様子を図 1 に示した。

なお、ふれあい活動は、国際ルール（IAHAIO 等）

に則った犬とハンドラーの基準を順守して行った。 
ふれあい活動前と後の 2 回、参加学生と犬から

唾液を採取した。採取には、唾液採集用キット

（Salikids, Sarseadt, Germany）を用いた。 採取し

た唾液からコルチゾルとオキシトシンを抽出し、

市販のキット（DirectX, Arbor Assays, Michigan, 
USA）を用いて酵素抗体法により濃度測定を行っ

た。唾液からの抽出方法、およびホルモン測定方

法は、キット製造会社の唾液測定用マニュアルの

通りに実施した。ふれあい活動前後の唾液中ホル

モン濃度は、ウィルコクソンの符号付順位検定法

を用いて有意差の検定を行った。統計処理は、エ

クセル統計 2012 を使用し、有意水準は 5％未満と

した。 
活動には、著者岩田・澤田の他、参加学生の普

段の様子をよく知る学生相談部門の担当のスタッ

フ（臨床心理士 1 名、精神保健福祉士 1 名、看護

師 1 名いずれか 2 名以上）が参加し、参与観察を

行った。さらに活動の様子は 3 台のカメラで撮影

し、活動終了直後にスタッフ全員で収録した映像

を視聴しながら内容を振り返り、ふれあい活動が

どのような心理教育的、発達支援的機能を果たし

たかをテーマに、ブレインストーミングを行った。

その会話を録音し、逐語に起こしたものをデータ

として、質的データ分析補助ソフト MAXQDA を

用いてコーディング、テーマ分析の手法に基づき

カテゴリを抽出した。 
参加者には事前に、研究の概要、自由意思の尊

重、同意撤回の自由、個人情報の恒久的な保護と

その方法について説明し、紙面にて同意を得てい

る。なお、本研究はいわき明星大学研究倫理委員

会の承認を得て実施された。 
 
３．結果 
ふれあい活動実施前後の参加学生の唾液中オキ

シトシン濃度の変化を図 2、参加犬の唾液中オキ

シトシン濃度の変化を図 3 に示した。参加学生

（z=1.712, p=0.086）、参加犬(z=0.560, p=0.575)のい

ずれにおいても、ふれあい参加前後の唾液中オキ

シトシン濃度に統計的有意差は認められなかった。 
 ふれあい活動実施前後の参加学生の唾液中コル

チゾル濃度の変化を図 4、参加犬の唾液中コルチ

ゾル濃度の変化を図5に示した。参加学生（z=2.987, 
p=0.002）、参加犬(z=2.520, p=0.011)の両方において

ふれあい参加前後の唾液中コルチゾル濃度に統計

的有意差が認められ、参加学生、犬ともにふれあ

い体験参加後の唾液中コルチゾル値が有意に低下

した。 
 ふれあい活動 1回あたりの平均参加学生数は 10
名、うち日常的にサロンを利用している学生（学

生相談登録者）の割合は 77.5％であった。また 2
回以上ふれあい活動に参加した、いわゆるリピー

ターの割合は 77.5％であった。 
振り返りミーティングの発話内容を分析した結

果、普段からサロンを利用している学生には、【自

発的な発言の増加】【ポジティブな表情への変化】

【場への配慮行動の表出】【拒否していた体験を楽

しむ】など、先行研究同様、向社会的な行動上の

変化があった、との認識がスタッフ間に共有され

ていたことが示された。 



さらに、動物ふれあい活動参加以前は、サロン

内で交流のなかった学生数名が、そばに来た一匹

の犬を一緒に撫でて微笑んだり、二匹の犬が噛み

つきや取っ組み合いといった、一見攻撃的にみえ

る「遊び」を始め、場にさっと緊張が走るが「こ

れは遊びだから、今は大丈夫」という説明に、様

子を不安げに見守り、「遊び終了」の合図となる身

体を震わすカーミングシグナルで、全員が胸をな

でおろしたりと、犬の行動や、犬との関係性を介

して参加者同士の【情緒的体験の共有】がなされ

た場面が数多くあった、との認識がなされていた。

また、他者の行動を参照し、自分の犬への関わり

方を積極的に調整する【観察による適切な関わり

方の学習】が、その場で自然に行われていたと捉

えられていた。 
 
４．考察 
本研究では、ふれあい活動に参加する犬がどう

感じているのかを明らかとするための客観的評価

法として、唾液中のオキシトシンとコルチゾル濃

度の測定を試みた。また、ふれあい活動に参加し

た学生の唾液中オキシトシン濃度とコルチゾル濃

度を測定することにより、大学の学生相談におけ

るふれあい活動の有効性についても検証を行った。 
ふれあい活動に参加した犬においては、参加前

後で唾液中コルチゾル濃度は有意に低下し、ふれ

あい活動に参加することにより犬のストレスが軽

減されたことが示唆された。今回ふれあい活動に

供した犬は、いずれも人や環境の変化にある程度

慣れていたため、ふれあい活動を体験することに

よりコルチゾル濃度の低下が認められたものと考

えられた。さらに、今回のふれあい活動では、参

加学生を着座とさせ、ふれあい体験の主導権を基

本的に犬が握る状態にした事も、犬に過度なスト

レスをかけないふれあい活動を可能にしたものと

考えられた。 
また、ふれあい体験参加学生の唾液中コルチゾ

ル濃度も参加後に有意に低下しており、ふれあい

活動参加によって、学生のストレスも軽減する可

能性が示唆された。すでに多くの先行研究が指摘

しているように、学生相談という領域においても、

動物介在活動のストレス低減効果が支持されたと

言える。 
一方、犬の唾液中オキシトシン濃度には、ふれ

あい体験後に上昇した個体と低下した個体の両方

が見いだされ、オキシトシンの動態には大きな個

体差があることが明らかとなった。参加学生の唾

液中オキシトシン濃度も同様に個人差が見いださ れ、統計学的有意差は認められなかったが、危険

図 3 ふれあい活動参加前後の犬の唾液中オキシトシ
ン濃度の変化（*P<0.05, Wilcoxon） 
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図 2 ふれあい活動参加前後の人の唾液中オキシトシ
ン濃度の変化（*P<0.05, Wilcoxon） 
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図 4 ふれあい活動参加前後の人の唾液中コルチ
ゾル濃度の変化（*P<0.05, Wilcoxon） 

図 5 ふれあい活動参加前後の犬の唾液中コルチ
ゾル濃度の変化（*P<0.05, Wilcoxon） 
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率（ｐ）は 0.08 と、ふれあい活動実施後のオキシ

トシン濃度は上昇する傾向が認められた。 
犬と人とのオキシトシンを介した絆は、主とし

て飼い主と飼い犬の間の現象として報告されてい

る 5）。今回ふれあい活動に参加した犬は、いずれ

も参加学生と懇意ではなく、それが唾液中オキシ

トシン濃度の結果に反映された可能性も考えられ

た。また、飼い主と飼い犬の両者が見つめ合うこ

とによってオキシトシンの分泌が促進されること

も知られている 5）。今後、ふれあい体験を撮影し

た動画を詳細に解析することにより、アイコンタ

クトの頻度と唾液中オキシトシン濃度との間に何

らかの関係が見いだされるかもしれない。 
一方、ふれあい体験参加学生の唾液中オキシト

シン濃度は、個人差が大きく統計的有意差が認め

られなかったものの、ふれあい活動後に上昇する

傾向が認められた。さらなる解析が必要ではある

が、今回のふれあい体験参加者の多くが、サロン

を普段から利用し、かつ活動参加リピート率が高

かったことが要因の一つとして考えられる。また、

今回の研究では、リピーターの学生の唾液サンプ

ルを特に区別せずに解析を行ったが、これらのサ

ンプルの経時的な変化を追うことにより、新たな

知見が得られることも考えられた。 

近年、動物福祉の観点から、ふれあい活動に用

いる動物、とくに小動物の扱いについて改善が進

められている。例えば国内の複数の動物園におい

ては、子どもがモルモットを抱っこして膝の上に

のせる従来の方法を取りやめ、モルモットを台に

乗せ、子どもの方が観察しながら徐々に近寄ると

いう方法を採用している。この方法によりふれあ

い動物の負担が軽減されるとともに、膝の上だと

モルモットは動かないため観察が難しく、逆に台

の上に乗せた方が観察しやすいとの見解を、動物

園側は提唱している 6）。今回の研究により、唾液

中コルチゾル濃度を測定することにより、犬や人

のふれあい活動の客観的評価を行うことのできる

可能性が示された。一方唾液中オキシトシン濃度

については、さらなる解析と評価が必要である事

が示された。犬や猫などの伴侶動物を用いたふれ

あい活動においても、動物に過度な負担にならな

いより良い方法を提唱することが必要であると考

えられる。 
この点において、本研究が採用したふれあい活

動の構造は、犬の負担を減らすだけでなく、従来

のふれあい活動で得られたような、ストレス低減

効果に加え、発達支援的な機能をもつ可能性が示

されており、その意義は大きいと考える。 

本研究が採用した形式では、生化学的指標から

犬と人、双方にストレス軽減効果が得られる可能

性があると同時に、犬主体であるがゆえ、犬によ

って即興的に多様な関係性が、場に生み出される。

動き回る犬に、座っている参加者の視線は引き付

けられる。犬の行動、関係性、その場で起こる出

来事への解釈や情緒的反応が、自然と参加者間に

共有される。このような一体感をともなう交流を

生み出す構造は、とりわけ自閉スペクトラム症に

代表される、他者の感情や行動を参照することが

苦手で、関係性に問題を抱えやすい学生に、発達

支援的に機能する可能性があると思われた。 
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